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西
周
時
代
の
研
究
は
、
古
代
史
研
究
の
中
で
も
、
史
料
的
に
極
め
て
困
難

が
と
も
な
う
研
究
分
野
で
あ
る
。
史
料
上
か
ら
見
れ
ば
、
前
の
股
王
朝
よ
り

も
問
題
が
多
い
と
圭
一口つ

で
も
よ
い
く
ら
い
で
あ
る
。
殿
王
朝
の
研
究
に
は
、

周
知
の
よ
う
に
膨
大
な
甲
骨
文
字
が
存
在
す
る
。
そ
の
た
め
、
殺
王
朝
の
園

家
構
造
は
相
嘗
な
と
こ
ろ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
西
周
時
代
に
関
し

て
は
、
確
か
に
見
か
け
上
、
文
献
史
料
は
段
王
朝
よ
り
は
増
加
す
る
。
し
か

し
、
確
か
な
史
料
は
少
な
く
、
後
世
に
お
け
る
周
王
朝
の
理
想
化
に
と
も
な

う
注
意
を
要
す
る
史
料
が
多
い
。
た
だ
し
、
考
古
資
料
に
つ
い
て
は
、
青
銅

器
銘
文
(
金
文
)
が
段
王
朝
よ
り
も
増
加
し
、
長
文
の
銘
文
が
出
現
す
る
こ

と
も
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
形
式
的
な
短
い
銘
文
が
多
く
、
長
文

で
そ
の
ま
ま
歴
史
資
料
と
し
て
使
用
に
堪
え
る
銘
文
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。

ま
た
、
段
の
甲
骨
文
字
が
王
権
の
中
植
に
係
わ
る
史
料
で
あ
る
の
に
針
し
て
、

青
銅
器
銘
文
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
王
権
の
周
遣
に
係
わ
る
も
の
が
多
い
。

し
た
が
っ
て
、
園
家
構
造
や
本
書
で
問
題
と
す
る
園
制
の
研
究
に
は
困
難
が

と
も
な
う
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
西
周
時
代
の
研
究
に
は
、
文
献
史
料
の

情
況
を
鑑
み
れ
ば
、
同
時
代
史
料
で
あ
る
こ
の
よ
う
な
青
銅
器
銘
文
に
頼
ら

ざ
る
を
え
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
加
え
て
、
現
在
で
は
こ
の
よ
う

な
材
料
は
一
昔
前
と
は
際
立
っ
て
増
加
し
、
そ
れ
に
釘
す
る
整
理
も
格
段
に

進
ん
で
い
る
。
本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
情
況
の
も
と
で
、
青
銅
器
銘
文
の
解

讃
と
分
析
を
踏
ま
え
て
、
西
周
時
代
を
理
解
す
る
基
本
問
題
で
あ
る
園
制
の

問
題
に
封
し
て
正
面
か
ら
立
ち
向
か
っ
た
、
意
欲
的
で
時
宜
を
え
た
研
究
で

あ
る
。

本
書
は
、
著
者
の
方
法
論
的
立
場
を
記
し
た
「
緒
一
言
」
、
お
よ
び
本
書
の

成
立
の
経
緯
を
述
べ
た
「
結
び
に
か
え
て
」
の
部
分
を
除
く
と
、
以
下
の
よ

う
な
四
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

第

I
部

第

I
部
の
課
題

第

一
章
周
の
領
域
と
そ
の
支
配

第
二
章
周
王
の
「
都
」

第

E
部

第

E
部
の
課
題

第
一
章
「
王
家
」
と
宰

第
二
章

西
周
の
官
制

第

E
部

第

E
部
の
課
題

第
一
章
西
周
の
氏
族
制

第
二
章
分
節
す
る
氏
族

第

W
部

第

W
部
の
課
題

第
一
章
「
懸
」
制
の
遡
及
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第
二
章

分
裂
す
る
王
室

な
お
、
よ
り
大
ま
か
に
以
上
の
構
成
を
整
理
す
る
と
、
第
I
部
か
ら
第
皿

部
ま
で
は
西
周
期
の
園
制
を
論
じ
た
本
書
の
中
核
部
分
を
な
し
、
同
時
代
の

青
銅
器
銘
文
を
史
料
と
し
て
用
い
て
論
設
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
封
し

て
、
第
W
部
で
は
東
周
期

(主
に
春
秋
期
)
に
議
論
が
抜
大
さ
れ
、
第
皿
部

ま
で
の
考
察
結
果
に
釘
す
る
検
誌
が
文
献
史
料
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
て
い

る
。さ

て
、
「
緒
言
」
に
お
い
て
は
、
周
代
圏
制
研
究
の
こ
れ
ま
で
の
問
題
黙

と
著
者
に
よ
る
解
決
の
慮
方
築
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
こ

れ
ま
で
の
周
代
図
制
に
係
わ
る
議
論
は
二
つ
の
方
向
か
ら
な
さ
れ
て
き
た
と

(
3
)
 

す
る
。
一

つ
は
、
松
丸
遁
雄
氏
が
撃
説
史
整
理
で
指
摘
し
た
ご
と
く
、
宮
崎

市
定
、
貝
塚
茂
樹
氏
を
代
表
と
す
る
都
市
圏
家
論
や
宇
都
宮
清
吉
氏
を
代
表

と
す
る
邑
制
図
家
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
議
論
の
立
脚
す
る
枇
曾
構
造

の
基
礎
と
し
て
の
氏
族
制
は
未
解
明
で
あ
り
、
こ
の
方
向
か
ら
の
解
明
に
は

知
識
の
上
で
限
界
が
存
在
す
る
と
す
る
。
も
う
一
つ
は
、
周
代
の
官
制
を
め

ぐ
る
研
究
で
あ
る
。
こ
の
方
面
の
研
究
は
青
銅
器
銘
文
の
後
見
の
増
加
に
よ

り
、
近
年
中
園
の
撃
界
で
進
展
し
て
い
る
。
し
か
し
、
車
な
る
官
制
の
復
元

研
究
に
止
ま
り
、
世
曾
構
造
ま
で
射
程
に
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
一

方
、
都

市
圏
家
論
や
口
巴
制
園
家
論
も
官
制
研
究
は
射
程
に
入
れ
て
お
ら
ず
、
雨
者
と

も
に
片
手
落
ち
と
す
る
。

著
者
は
、
以
上
の
二
つ
の
方
向
に
引
き
裂
か
れ
た
情
況
を
克
服
す
る
に
は
、

王
園
維
が
「
殿
周
制
度
論
」
(
『
観
堂
集
林
」
巻

一
O
)
で
想
定
し
た
、
「
周

人
の
制
度
」
の
中
核
が
周
王
あ
る
い
は
王
室
で
あ
っ
た
と
す
る
覗
黙
に
立
ち

返
る
べ
き
だ
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
周
王
を
め
ぐ
る
問
題
を
ク
ロ
ー
ズ
・
ア

y
プ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
上
記
二
つ
の
方
向
の
研
究
を
結
合
す
る
地
平
が
開

け
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
基
本
的
立
場
は
、
本
書
に
お
い
て

終
始
貫
か
れ
て
い
る
。

第

I
部
で
は
、
「
緒
量
己
で
提
示
さ
れ
た
周
王
そ
の
も
の
に
閥
心
が
向
け

ら
れ
る
。
第

一
章
で
は
、
周
王
の
命
は
「
王
身
」
か
ら
愛
し
、
「
王
家
」
「
周

邦
」
「
四
方
」
へ
停
達
、
機
大
し
王
朝
の
支
配
秩
序
の
維
持
が
園
ら
れ
る
と

す
る
。
と
く
に
、
秩
序
の
動
揺
に
際
し
て
は
、
周
王
は
「
遜
省
」
「
献
」

「
征
」
「
伐
」
な
と
と
稀
さ
れ
る
軍
事
的
行
動
を
自
ら
起
こ
し
、
現
地
に
ま

で
赴
い
て
封
廃
し
た
。
そ
し
て
、
王
朝
の
秩
序
維
持
は
周
王
の
側
か
ら
一
方

的
に
行
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
諸
邦
や
臣
下
の
側
か
ら
の
捕
虜
、
歯
獲
品
の

献
上
や
服
事
と
い
う
逆
の
回
路
も
存
在
し
た
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
周
王
に

よ
る
王
朝
秩
序
は
、
諸
邦
、
周
王
の
臣
下
へ
の
「
王
命
」
、
諸
侯
、
臣
下
か

ら
の
周
王
へ
の
「
献
服
」
、
さ
ら
に
周
王
の
諸
邦
、
臣
下
へ
の
「
賜
輿
」
と

い
う
よ
う
に
循
環
回
路
に
よ

っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。

第
二
章
で
は
、
非
軍
事
的
な
場
合
で
の
周
王
の
所
在
地
が
問
題
と
さ
れ
る
。

周
王
は
、
確
か
に
成
周
(
新
邑
洛
邑
)
、
宗
周
(
鏑
京
)、

周

(岐
邑
)
、
素

京
(
宗
周
な
い
し
岐
周
の
近
隣
)
な
ど
王
都
と
考
え
ら
れ
る
地
を
経
巡
っ
て

儀
躍
を
執
行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
注
目
さ
れ
る
の
は
盤
、
畢
や
鄭
、
呉
と

い
っ
た
王
都
と
類
似
性
が
高
い
地
に
お
い
て
儀
穫
を
執
り
行
っ
て
い
る
鈷
で

あ
る
。
と
く
に
、
鄭
に
は
軍
事
的
、
経
済
的
、
さ
ら
に
は
官
制
上
も
王
都
と

の
高
い
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
周
王
朝
で
は
、
周
王
の
所
在
地
こ
そ
が
王

都
の
機
能
を
果
た
し
、
王
朝
の
中
心
は
あ
く
ま
で
周
王
自
身
で
あ
っ
た
と
す

る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
正
都
、
副
都
の
議
論
や
遷
都
と
い

っ
た
言
葉
は
も
は
や
不
要
で
あ
る
と
ま
で
言
い
切

っ
て

い
る
。
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こ
こ
に
お
い
て
、
著
者
は
周
王
を
中
心
と
す
る
周
王
朝
の
全
く
新
し
い
イ

メ
ー
ジ
を
提
示
し
て
お
り
、
『
周
種
」
な
ど
後
世
の
文
献
に
も
と
づ
い
た
、

従
来
の
よ
う
な
王
都
を
中
心
と
し
た
同
心
図
的
な
周
王
朝
の
イ
メ
ー
ジ
が
崩

れ
去
る
。
著
者
は
、
周
王
の
定
住
す
る
王
都
を
否
定
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
し
か
し
、
郷
や
呉
に
は
大
廟
、
大
室
な
ど
特
定
の
宗
教
施
設
が
あ
り
、

特
定
の
複
数
の
中
心
が
存
在
し
た
可
能
性
が
残
る
。

第
E
部
で
は
王
朝
の
秩
序
そ
の
も
の
を
構
成
す
る
「
王
家
」
に
閥
わ
る
官

制
が
問
題
と
さ
れ
る
。
第
一
章
で
は
、

『周
種
』
な
ど
で
重
視
さ
れ
る
宰
の

賓
態
が
青
銅
器
銘
文
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
宰
は
、
臣
、
妾
な
ど
臣
民

や
動
産
、
不
動
産
を
含
む
「
王
家
」
の
財
や
王
命
の
出
納
に
密
接
に
係
わ
る

官
職
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
周
王
に
濁
占
的
に
係
わ
る
職
掌
で
は
な
く
、

『
周
種
』
天
官
家
宰
の
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
。
そ

し
て
、

「
冊
命
金
文
」
に
記
さ
れ
た
策
命
儀
櫨
に
現
わ
れ
る
「
右
者
」
宰
と

受
命
者
と
の
聞
に
官
制
上
で
の
積
極
的
な
統
廃
関
係
を
見
い
だ
す
、
」
と
は
困

難
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

第
二
章
で
は
、
前
章
で
論
じ
ら
れ
た
官
制
上
の
特
質
に
つ
い
て
、
西
周
期

の
「
官
制
」
全
憶
に
庚
げ
て
検
討
さ
れ
る
。
「皿山命
金
文
」
に
記
さ
れ
た
服

事
、
職
掌
に
係
わ
る
王
命
に
は
、
受
命
者
の
服
事
を
抽
象
的
、
一
般
的
に
示

す
「
事
」
と
、
具
鰻
的
職
掌
を
示
す
「
翻
」
と
い
う
こ
つ
の
概
念
が
併
存
し

て
い
る
。
前
者
は
、
西
周
前
期
、

中
期
に
認
め
ら
れ
、
股
代
よ
り
引
き
繕
が

れ
た
祭
記
、
軍
事
を
意
味
す
る
が
、
「
嗣
」
は
中
期
に
「
事
」
と
入
れ
代
わ

る
よ
う
に
出
現
し
、
周
的
な
課
題
を
捲
っ
た
新
し
い
用
語
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
嗣
」
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
官
職
は
具
健
的
な
職
掌
を
指
示
す
る
の
み
で
、

ヒ
エ
ラ
リ
ッ
シ
ユ
な
垂
直
的
な
統
廃
性
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

「
所
命
金
文
」
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
西
周
期
の
「
官
制
」
は
水
平
に
分
割
さ

れ
た
具
健
的
職
掌
の
集
積
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。

本
章
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
西
周
官
制
の
特
質
は
、
青
銅
器
銘
文
そ
の
も
の

か
ら
導
き
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
も

「周
種
』
的
官
制
の
イ
メ
ー
ジ

を

一
繁
さ
せ
る
、

極
め
て
意
義
深
い
提
言
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
臓
な
提
言

で
あ
る
だ
け
に
、
い
く
つ
か
の
疑
問
黙
も
残
る
。
ま
ず
、
殿
的
な
「
事
」
の

支
配
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
西
周
の
特
質
を
よ
り
明
確
に
す

る
に
は
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
西
周
的
官
制
が
「
水
平

に
分
割
さ
れ
た
具
程
的
職
掌
の
集
積
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
周
王
の
系
統
的

な
行
政
的
統
治
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
か
。
「
加
命
金
文
」
に
よ
ら
ざ
る
を

え
な
い
現
紋
で
の
検
討
の
限
界
は
あ
る
で
は
あ
ろ
う
が
、
組
織
だ
っ
た
統
治
、

あ
る
い
は
官
制
の
中
に
統
治
の
理
念
は
存
在
し
・
な
か

っ
た
か
可
能
性
を
探
っ

て
み
る
必
要
が
あ
る
。
次
の
部
の
第
二
章
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
、
分
節
化
し

た
氏
族
を
統
合
す
る
原
理
を
考
え
る
上
で
も
、
官
制
そ
の
も
の
に
釘
し
て
の

よ
り
踏
み
込
ん
だ
検
討
が
望
ま
れ
る
。

第
田
部
で
は
、
具
程
的
職
事
の
集
積
で
あ
る
王
朝
秩
序
と
「
封
建
制
」
な

い
し
氏
族
制
と
の
閥
係
が
問
題
と
さ
れ
る
。
う
ち
第
一
章
で
は
、

〈分
甲
盤
〉

に
今
甲
が
今
伯
吉
父
と
言
い
か
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
伯
士
口
父
の

ご
と
く
「
[
排
行
]
某
父
」
と
い
う
稀
謂
に
つ
い
て
網
羅
的
に
検
討
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

AHJ
伯
士
口
父
の
よ
う
な
「
某
[
排
行
]
某
父
」
を
基
本
形
に
し
て

「
[
排
行
]
某
父
」
、
「
某
(
氏
族
名
〔
園
名
〕
)
某
父
」
、
「
某
父
」
な
ど
の

様
々
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
出
現
す
る
。
ま
た
「
伯
作
券
」
の
よ
う
な

「
[
排
行
]
作
口
」
形
式
も
肉
類
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
み
な
、
分

甲
の
甲
な
ど
「
名
」
を
直
接
記
す
公
的
な
活
動
、
職
事
命
令
の
場
で
の
表
現

と
異
な
り
、
青
銅
器
作
器
の
事
賓
や
願
望
に
係
わ
る
表
現
で
あ
り
、
一
族
の

祭
杷
の
場
を
念
頭
に
置
い
た
表
現
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
「
某
父
」
を
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記
さ
ず
匿
名
性
の
高
い
「
[
排
行
]
作
口
」
形
式
は
西
周
前
期
に
成
立
し
て

い
る
が
、
西
周
中
期
、
後
期
に
お
け
る
「
[
排
行
]
某
父
」
形
式
の
盛
行
は

作
器
者
の

一
族
内
で
の
個
性
重
視
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
、

こ
の
時
期
に
は
「
[
排
行
]
某
父
」
の
稀
謂
が

一
縛
し
て
公
的
な
場
で
も
使

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
時
に
排
行
が
脱
落
し
た
善
夫
士
口
父
な
ど
「
[
{
呂

名
、
身
分
]
某
父
」
の
稀
謂
が
出
現
す
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に

は
氏
族
制
原
理
を
王
朝
の
官
制
、
身
分
と
結
合
さ
せ
る
権
力
構
造
の
存
在
が

示
さ
れ
て
い
る
と
す
る
が
、
雨
者
を
結
合
さ
せ
る
権
力
構
造
の
具
健
的
説
明

は
な
い
。
し
か
し

一
方
で
は
、
そ
の
後
引
き
描
明
い
て
、
周
王
朝
は
、
周
王
と

受
命
者
に
お
け
る
「
名
」
を
媒
介
と
す
る
職
事
命
令

(「行
政」
)
の
秩
序
と

排
行
を
と
も
な
う
稽
請
に
よ
り
示
さ
れ
る
氏
族
制
の
秩
序
と
い
う
、
二
つ
の

秩
序
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
も
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
こ
の
雨
者
の
秩
序
の
関
係
で
あ
る
。

分
甲
の
よ
う
な
「
名
」
に
よ
る
職
事
命
令
と
、
「
[
官
名
、
身
分
]
某
父
」
の

よ
う
な
官
職
、
身
分
と
の
聞
に
は
ど
の
よ
う
な
差
異
あ
る
い
は
開
連
が
あ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
後
者
に
お
い
て
は
官
職
、
身
分
と
氏
族
と
の
閥
係
も

追
究
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
某

(
氏
族
名
〔
圏
名
〕
)
某
父
」
の
よ

う
に
、
「
氏
族
名

(園
名
)」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
氏
族
と
園
と
の
開
係

も
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
黙
は
「
封
建
制
」
の
問
題
と
も
関
わ

り
、
著
者
の
言
う
二
つ
の
秩
序
の
関
係
と
も
関
連
す
る
問
題
で
あ
る
。

第
二
章
で
は
、

ま
ず
鄭
井
叔
、
豊
井
叔
や
鄭
彼
仲
の
よ
う
に
、
叔
や
仲
な

ど
の
排
行
に
冠
せ
ら
れ
る
二
字
の
氏
族
名
の
稽
謂
の
存
在
に
注
目
し
、
嘗
時

の
氏
族
の
在
り
方
が
検
討
さ
れ
る
。
と
く
に
、
事
例
数
の
多
い
井
と
後
に
か

か
わ
る
裕
謂
が
綿
密
に
検
討
さ
れ
、
師
時
井
叔
、
豊
井
叔
な
ど
は
鄭
や
豊
の
地

に
「
地
域
化
」
さ
れ
た
井
氏
の
分
族
を
示
し
、
師
貯
悼
抗
仲
な
ど
も
鄭
地
に
「
地

域
化
」
さ
れ
た
彼
氏
の
分
族
を
示
す
と
す
る
。
こ
れ
に
封
し
て
、
井
伯
、
被

伯
な
と

二
子
の
み
の
氏
族
名
を
冠
し
た
務
請
は
、
「
地
域
化
」
さ
れ
な
い
分

族
を
示
し
、
井

(
m
m
)

侯
な
ど
は
井
地
に
封
ぜ
ら
れ
た
諸
侯
を
示
す
と
す
る
。

要
す
る
に
、
こ
の
こ
と
は
王
室
と
同
じ
く
、
周
王
朝
の
有
力
氏
族
の
中
に
分

節
化
、
言
い
か
え
れ
ば
氏
族
の
分
族
化
が
起
こ
り
、
一
族
の
分
散
居
住
が
進

行
し
た
事
貧
を
示
し
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
も
、
金
文
に
基
づ
い
た
著
者
な
ら
で
は
の
手
堅
い
論
語
に
支
え
ら
れ

て
お
り
結
論
は
動
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
地
域
化
」
さ
れ
た
分
族
、

「
地
域
化
」
さ
れ
て
い
な
い
分
族
、
そ
れ
に
「
封
建
」
さ
れ
た
諸
侯
の
閥
係

が
こ
こ
で
は
十
分
説
明
さ
れ
て
は
い
な
い
。
と
く
に
「
地
域
化
」
と
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
、
「
封
建
」
と
の
差
異
、
鄭
地
の
例
が
目
立

つ
鈷
な
ど
と
絡
め
て
説
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
性

格
の
異
な
る
と
さ
れ
る
分
族
と
官
職
の
関
係
が
つ
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て、

始
め
て
周
王
朝
の
全
健
的
秩
序
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
W
部
で
は
、
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
東
周
期
、
と
く
に
春
秋
期
の
図

制
に
係
わ
る
問
題
が
あ
っ
か
わ
れ
る
。
第
一
章
で
は
、
第
I
部
第
二
章
や
第

四
部
第
二
章
で
問
題
と
さ
れ
た
、
西
周
期
の
「
郷
還
」
、
「
墜
還
」
な
ど
の

「還
」
の
意
味
に
つ
い
て
追
究
さ
れ
る
。
「
還
」
を
「
鯨
」
と
す
る
説
は
李

家
浩
氏
に
よ
っ
て
近
年
改
め
て
提
起
さ
れ
た
が
、
そ
の
解
懇
は
東
周
期
の

「
牒
」
制
と
の
接
績
を
困
難
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
著
者

は
日
本
に
お
け
る
東
周
期
の
「
際
」
制
研
究
の
展
開
を
丹
念
に
た
ど
り
、
問

題
の
本
質
は
中
央
権
力
を
頂
貼
と
す
る
権
力
構
造
の
な
か
に
「
賂
」
を
い
か

に
位
置
づ
け
る
か
に
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
「
懸
」
と
は
「
軍
事
行
政

的
見
地
」
か
ら
要
請
さ
れ
る
「
組
織
化
」
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
。
こ
の
視

貼
か
ら
紛
っ
て
西
周
期
の
「
還
」
の
特
質
を
見
て
み
る
と
、
東
周
期
の
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「
豚
」
と
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
接
合
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
還
」
の
特
質
と

し
て
、
川
軍
事
集
圏
の
駐
屯
地
、
お
よ
び
凶
そ
れ
を
支
え
る
林
、
虞
、
牧
の

諸
官
の
配
置
は
、
「
際
」
の
軍
事
的
機
能
と
つ
な
が
る
。

ω周
王
の
巡
り
来

る
地
で
あ
り
、
王
「
都
」
と
見
な
せ
る
貼
は
、
中
央
権
力
に
直
接
「
繋
」
が

る
「
牒
」
に
釘
感
し
、
凶
有
力
氏
族
、
誇
侯
の
「
地
域
化
」
さ
れ
た
分
族
居

住
地
で
あ
る
黙
は
、
春
秋
時
代
に
お
け
る
第
一
次
氏
か
ら
分
か
れ
た
第
二
次

氏
に
よ
る
豚
邑
管
理
と
封
臨
服
す
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
西
周
期
の
「
還
」
は
、
東
周
期
の
「
際
」
制
の
系
譜

の
中
に
み
ご
と
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
同
時
に
第

皿
部
ま
で
に
個
別
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
問
題
が
一
健
と
し
て
関
連
づ
け
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
も
第
E
部
第
一
章
で
問
題
と
し
た
氏

族
と
官
職
の
関
係
な
ど
、
周
王
と
氏
族
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
疑
問
は
残
る
。

第
二
章
で
は
、
西
周
期
に
起
こ

っ
た
有
力
氏
族
の
分
節
化
が
、
周
王
室
に

お
い
て
も
起
こ
り
え
た
可
能
性
が
東
周
期
の
文
献
上
の
事
例
に
も
と
づ
い

て

検
議
さ
れ
る
。
ま
ず
、『
史
記
』
は
鄭
桓
公
を
「
封
建
諸
侯
」
と
解
す
る
が
、

賓
際
は
周
王
朝
の
卿
士
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
東

周
期
に
は
周
王
の
子
弟
が
卿
士
と
な
る
の
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
王
叔

氏
、
劉
氏
、
甘
氏
、
倫
氏
な
ど
い
く
つ
も
見
い
だ
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
劉

氏
、
甘
氏
な
ど
采
邑
名
に
因
む
も
の
は
、
西
周
期
の
「
地
域
化
」
さ
れ
た
分

族
、
王
叔
氏
の
よ
う
に
排
行
に
由
来
す
る
も
の
は
「
地
域
化
」
さ
れ
な
い
分

族
に
封
臨
服
す
る
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
鄭
桓
公
も
鄭
に
「
地
域
化
」

さ
れ
た
分
族
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
で
始
め
て
、
「
地
域

化
」
さ
れ
た
分
族
が
采
邑
を
有
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、
「
封
建
諸
侯
」

と
の
相
違
が
明
ら
か
と
な
る
。
し
か
し
、
「
地
域
化
」
さ
れ
な
い
分
族
が
ど

の
よ
う
な
存
在
形
態
を
と
っ
た
か
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

最
後
に
、
周
王
子
弟
の
分
節
化
の
結
果
と
し
て
立
ち
現
れ
る
東
周
期
に
お

け
る
王
室
の
内
乱
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
内
乱
の
痕
跡
が
西
周
後

期
に
ま
で
遡
れ
る
こ
と
か
ら
、
王
室
に
お
い
て
も
分
節
化
は
早
く
か
ら
進
行

し
て
い
た
こ
と
を
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
、
内
飢
に
閲
し
て
、
王
が
「
王

宮
」
を
縛
々
と
遷
し
て
い
る
事
責
か
ら
、
西
周
期
の
経
巡
る
王
と
の
関
係
に

言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
情
況
が
根
本
的
に
異
な
る
こ
と
か
ら
王
朝
の
秩
序
維

持
の
問
題
と
開
逮
づ
け
る
の
は
や
や
無
理
が
あ
ろ
う
。

以
上
、
各
章
の
内
容
を
紹
介
し
な
が
ら
個
別
に
疑
問
勃
を
示
し
て
き
た
が
、

次
に
金
程
的
な
論
評
を
加
え
て
お
き
た
い
。

最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
は
二
段
階
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
第
一

段
階
は
第
I
部
か
ら
第
皿
部
ま
で
の
西
周
期
に
お
け
る
事
ム
賞
、
関
係
を
提
示

す
る
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
後
代
の
文
献
資
料
を
極
力
排
除
し
、
禁
欲

的
と
も
言
え
る
ほ
ど
同
時
代
の
青
銅
器
銘
文
資
料
に
沈
潜
し
て
論
設
が
進
め

ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
第
二
段
階
の
第
W
部
で
は
、
第
一
段
階
の
研
究
成

果
に
係
わ
る
事
賓
の
意
味
、
相
互
関
係
が
よ
り
明
示
的
に
論
究
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
研
究
方
法
は
、
従
来
の
西
周
期
に
お
け
る
園
制
、
園
家
構
造

に
釘
す
る
方
法
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
従
来
、

『周
種
」
や

『左

惇
』
な
ど
後
代
の
文
献
に
見
え
る
枠
組
み
を
前
提
と
し
て
、
青
銅
器
銘
文
を

そ
れ
に
嘗
て
は
め
る
形
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
い
わ
ば
、
後
代
の
文

献
に
一
致
す
る
銘
文
資
料
の
み
が
す
く
い
上
げ
ら
れ
る
傾
向
が
あ

っ
た
。
本

書
で
は
、
あ
く
ま
で
問
時
代
の
史
料
か
ら
鋳
納
的
に
事
賞
、
関
係
を
導
き
出

す
、
極
め
て
歴
史
研
究
と
し
て
正
賞
な
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
第
E
部
第

一
章
の
「
宰
」
に
関
す
る
研
究
な
ど
は
そ
の
典
型
的
な
部
分
で
あ
る
。
こ
れ

が
第
一
の
特
色
で
あ
る
。
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第
二
の
特
色
は
、
同
時
代
史
料
に
よ
り
客
観
的
な
事
賞
、
関
係
を
お
さ
え

た
上
で
、
史
料
の
幽
書
面
な
東
周
期
、
と
く
に
春
秋
期
の
史
料
か
ら
、
時
間
的

に
遡
っ
て
事
賞
、
開
係
の
意
味
を
確
定
し
て
い
く
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
鈷

で
あ
る
。
従
来
と
同
様
に
後
代
の
文
献
を
用
い
な
が
ら
も
検
謹
に
限
定
し
て

い
る
勲
、
論
誼
結
果
の
客
観
性
を
確
保
す
る
上
で
格
段
に
進
ん
だ
方
法
と
い

‘え
る
。

し
か
し
、
こ
の
方
法
に
も
全
く
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
本
書
の
方

法
も
、
や
は
り
後
代
か
ら
の
遡
及
的
方
法
で
あ
る
こ
と
に
は
繁
わ
り
は
な
い
。

著
者
は
、
第

W
部
第

一
章
の
「
還
」
の
意
味
の
解
明
に
は
東
周
期
の
「
牒
」

と
の
釘
懸
関
係
を
示
す
の
み
で
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
が
、
結
果
的
に

東
周
期
と
西
周
期
の
連
績
制
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
少
な
く
と

も
讃
者
に
は
そ
の
よ
う
に
と
ら
れ
か
ね
な
い
。
酋
周
期
の
図
制
の
特
質
を
よ

り
明
確
に
す
る
た
め
に
は
東
周
期
の
繁
化
の
部
分
に
こ
そ
よ
り
注
意
を
向
け

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
に
、
第

I
部
か
ら
岡
部
に
お
い
て
、
西
周
期
の
事
賞
、

関
係
を
あ
る
が

ま
ま
に
提
示
す
る
こ
と
に
重
鈷
が
置
か
れ
、
ま
た
第

W
部
も
間
接
的
な
検
誌

で
あ
る
た
め
に
、
著
者
の
考
え
る
西
周
期
の
図
制
に
劃
す
る
程
系
的
な
全
穏

像
が
把
握
し
に
く
く
な

っ
て
い
る
。
評
者
が
各
章
で
示
し
た
疑
問
紡
は
ほ
と

ん
ど
こ
の
黙
に
係
わ
る
も
の
で
あ
る
。
全
慢
に
わ
た
る
締
結
の
部
分
が
必
要

で
は
な
か

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
史
料
の
あ
っ
か
い
の
問
題
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
。
本
書
の
研
究

に
は
青
銅
探
銘
文
が
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
が
、
史
料
と
し
て
の
可

能
性
と
限
界
が
十
分
意
識
さ
れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
西
周
、
春
秋
期

の
青
銅
器
銘
文
は
約
四
八

O
O件
あ
る
が
、
頻
繁
に
利
用
さ
れ
る

「品
川
命
金

文
」
は

一
O
O件
程
度
に
過
ぎ
ず
、

利
用
頻
度
の
高
い
長
銘
の
も
の
を
除
く

と
、
四

0
0
0件
以
上
の
短
い
銘
文
の
デ
ー
タ
が
利
用
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ

て
い
る
と
一吉
う
。
こ
の
よ
う
な
短
い
銘
文
に
も
重
要
な
史
料
的
債
値
が
あ
る

こ
と
に
気
づ
き
、
網
羅
的
に
整
理
し
て
歴
史
研
究
、
と
り
わ
け
圏
制
研
究
に

(
6
}
 

用
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
著
者
が
初
め
て
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
第
皿
部
は
そ

の
成
果
で
あ
り
、
銘
文
の
記
載
形
式
を
表
に
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

様
々
な
新
た
な
事
象
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。
そ
し
て
、
青
銅
器
の
性
格
や

記
載
内
容
の
性
質
を
配
慮
し
な
が
ら
、
注
意
深
く
事
象
の
意
味
的
解
明
を
進

め
て
い
る
。
許
者
も
、
か

つ
て
春
秋
戦
図
期
の
青
銅
器
を
は
じ
め
と
す
る
器

物
に
お
け
る
字
数
の
少
な
い
銘
文
に
つ
い
て
、
網
羅
的
に
整
理
し
蹄
納
法
的

に
解
讃
す
る
作
業
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
問
題
は
決
心
意
的
解
穫
に
陥
る

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
に
お
い
て
、
現
在
の
と
こ

ろ
明
確
な
方
法
論
が
確
立
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
評
者
に
と

っ
て
も
課
題
で
あ
る
が
、

言
語
印
字
的
な
親
鈷
も
加
味
し
、
演
線
的
な
方
法
も

試
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

青
銅
器
銘
文
の
あ
っ
か
い
に
開
し
て
は
、
青
銅
器
の
編
年
の
問
題
が
あ
る
。

編
年
は
、
考
古
資
料
と
し
て
の
青
銅
器
を
歴
史
研
究
に
用
い
る
た
め
の
基
礎

的
作
業
に
あ
た

J
バ

}本
書
で
は
、
基
本
的
に

『殿
周
金
文
集
成
』
の
断
代
と

林
巳
奈
夫
氏
の
編
年
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
部
分
的
に
で
も
著
者
濁
自
の

編
年
観
も
提
示
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
評
者
は
個
人
的
に
林
氏
よ
り
、

編
年
観
は
編
年
者
ご
と
に
異
な
り
、
編
年
は
自
ら
の
固
有
の
研
究
目
的
の
た

め
に
個
別
に
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

次
に
青
銅
器
以
外
の
遺
物
、
遺
跡
な
ど
の
考
古
資
料
に
つ
い
て
で
あ
る
。

同
時
代
史
料
が
少
な
く
、
し
か
も
断
片
的
で
片
寄
り
が
あ
る
古
代
史
研
究
に

お
い
て
は
、
複
眼
的
視
黙
が
要
請
さ
れ
る
。
本
書
で
は
様
々
な
局
面
で
複
眼

的
な
方
法
が
殺
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
青
銅
器
以
外
の
考
古
資
料
の
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利
用
は
あ
ま
り
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
経
巡
る
周
王
の
問
題
は
、

今
後
西
周
期
の
王
権
を
考
え
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
提
言
で
あ
る
こ
と
は

開
遠
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
周
王
の
あ
り
方
は
、
西
周
期
に
お
い
て
の
み
、

(
8
)
 

い
ま
だ
に
王
墓
や
城
壁
を
有
す
る
園
都
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
事
賓
と
何
ら

か
の
封
腹
開
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
一
方
で
は
諸
侯
の
園
都

や
墓
地
は
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
王
様
の
在
り
方
と
氏
族
あ
る(

9
)
 

い
は
諸
侯
の
関
係
を
考
え
る
上
で
の
手
が
か
り
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
最
後
に
な
っ
て
、
著
者
が
本
書
で
意
園
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
外
れ
て

望
易
の
き
早
を
弄
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
西
周
圏
制
に

闘
す
る
こ
れ
だ
け
多
方
面
に
わ
た
る
新
し
い
事
賓
、
関
係
を
刻
出
し
た
本
書

に
お
い
て
は
、
や
は
り
金
程
を
備
隊
し
て
事
象
を
有
機
的
に
関
連
づ
け
歴
史

的
位
置
づ
け
を
行
な
う
総
論
部
分
を
、
仮
設
を
含
む
も
の
で
あ
っ
て
も
著
者

自
身
の
言
葉
で
ま
と
め
て
ほ
し
か
っ
た
と
い
う
の
が
率
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

481 

註(
1
)

ま
ず
、
周
王
朝
に
関
わ
る
文
献
史
料
と
し
て
は

『倫
書
』
周
書
と

『
詩
経
』
が
奉
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
周
書
の
中
で
確
か
な
史
料
と

さ
れ
る
の
は
周
初
の
五
諾
く
ら
い
で
あ
り
、
『
詩
経
』
も
園
制
研
究

に
は
そ
れ
ほ
ど
役
立
た
ず
、
西
周
時
代
全
鐙
を
カ
バ
ー
す
る
史
料
で

は
な
い
。
ま
た
、
『
周
櫨
』
は
周
公
の
制
度
を
記
載
し
た
も
の
と
さ

れ
る
が
、
こ
れ
も
戦
園
以
後
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
同
時
代
を
直

接
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。

(
2
)

著
者
も
第
一
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
周
王
自
作
器
は
極
め
て
少
な

ぃ
。
ほ
と
ん
ど
の
青
銅
器
が
諸
侯
自
作
器
と
考
え
て
問
題
な
い
で
あ

ろ、っ。

世
界
歴
史
4
』

(
3
)

松
丸
遁
雄
「
殿
周
園
家
の
構
造
」
(
『
岩
波
講
座

岩
波
書
底
、
一
九
七

O
)
。

(
4
)

第

I
部
で
は
、
現
身
の
王
が
経
巡
り
な
が
ら
儀
植
を
執
り
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
王
朝
の
秩
序
を
維
持
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

を
保
設
し
た
の
が
「
王
命
」
と
「
献
服
」
等
の
循
環
回
路
と
さ
れ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
装
置
の
み
で
秩
序
が
維
持
さ
れ
え
た
で
あ
ろ
う
か
。

官
制
が
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
た
可
能
性
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

ふ
H
N

(
5
)

第
H
部
第
二
章
の
官
制
の
問
題
や
、
第
E
部
第

一
章
の
官
制
と
氏

族
も
し
く
は
「
封
建
」
と
の
関
係
、
第
E
部
第
二
章
の
「
地
域
化
」

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
前
稿
「
周
の
園
制
|
|
封
建
制
と
官

制
を
中
心
と
し
て
|
|
」
(
『
殿
周
秦
漢
時
代
史
の
基
本
問
題
』
汲
古

書
院
、
二

O
O
二
に
お
い
て
、
か
な
り
具
程
的
、
明
示
的
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
周
王
の
オ
イ
コ
ス
と
し
て
の
具
穏
的
な
職

事
任
命
こ
そ
が
、
周
王
と
受
命
者
(
内
諸
侯
、
さ
ら
に
は
外
諸
侯
)

を
結
び
つ
け
る
役
割
を
縫
っ
た
と
す
る
指
摘
、
官
職
絞
任
に
よ
る
家

産
制
的
原
理
再
編
の
可
能
性
の
指
摘
、
官
職
と
氏
族
な
い
し
「
封

建
」
と
の
関
係
の
指
摘
は
西
周
王
朝
の
秩
序
を
考
え
る
手
が
か
り
と

し
て
重
要
と
思
え
る
が
、
本
書
で
は
こ
の
考
え
方
は
展
開
さ
れ
て
い

な
い
。
本
書
で
は
氏
族
制
原
理
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見

る
と
、
著
者
の
歴
史
認
識
の
愛
化
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
6
)

著
者
も
絹
れ
て
い
る
よ
う
に
、
よ
り
先
に
西
周
金
文
の
書
式
を
網

羅
的
に
整
理
し
た
の
は
林
巳
奈
夫
氏
で
あ
る
(
「
段
春
秋
前
期
金

文
の
書
式
と
常
用
句
の
時
代
的
愛
遷
」
〔
『
東
方
向
学
報
五
五
』
一
九
八

三
〕
)
。
た
だ
し
、
考
古
撃
者
で
あ
る
林
氏
に
は
、
園
制
の
復
元
と
い
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う
歴
史
準
的
な
叡
黙
は
な
い
。

(7
)

林
巳
奈
夫

『段
周
時
代
青
銅
器
の
研
究
||
段
周
時
代
青
銅
器
綜

覚

一
」
(
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
四
)
、
『春
秋
戟
園
時
代
青
銅
器
の

研
究
|
|
段
周
時
代
青
銅
器
綜
覧
一二』

(問、

一
九
八
九
)。

(8
)

周
の
都
城
に
は
、
周
原
の
岐
邑
、
文
王
の
都

・
豊
京
、
武
王
の

都
・
鏑
京、

周
公
旦
が
造
営
し
た
と
さ
れ
る
洛
邑

(成
周
)
が
あ

っ

た
と
さ
れ
る
が
、
候
補
地
と
さ
れ
る
地
域
に
明
確
な
城
壁
が
愛
見
さ

れ
て
い
な
い
た
め
都
城
と
の
確
誼
が
得
ら
れ
て
い
な
い

(拙
稿
「
古

代
都
市
社
曾
」
〔
『殿
周
秦
漢
時
代
史
の
基
本
問
題
」
向
上
〕
)。

周
王

墓
に
つ
い

て
も
傍
承
地
は
あ
る
が
い
ず
れ
も
後
代
の
も
の
で
あ
り
、

確
賓
な
も
の
は
後
見
さ
れ
て
い
な
い
。

(9
)

西
周
期
の
燕
と
魯
の
園
都
は
す
で
に
確
認
さ
れ
て
お
り

(註

(8
)
拙
稿
)、
燕
や
衡
の
君
主
の
墓

(『
考
古
』
一

九
九

O
年

一
期
、

郭
資
鈎

『溶
懸
辛
村
』〔
科
祭
出
版
枇
、

一
九
六
回
〕)
の
他
、
近
年

で
は
耳目
の
君
主
の
墓
地
も
確
認
さ
れ
て

い
る
(
『文
物
』
一

九
九
五

年
七
期
)。

二
O
O
二
年
二
月

東

京

汲

古
書
院

B
五
剣

三
ニ

O
+
七
二
頁

九

O
O
O園
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